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研究成果の概要（和文）： 

小学校から大学までの一貫する英語コミュニケーション能力の到達基準として、世界的に影響
を及ぼしつつある CEFR に準拠し、かつ日本の英語教育環境に適用する新しい基準 CEFR-J を提
案した。英語を使って「〜できる」という具体的なことばの機能を中心にした can do リストか
らなり、そのレベル別の can do リストの順序を科学的な調査方法で妥当性検証した結果を公開
している。かつ、この CEFR-J を活用するための基礎資料(語彙表や包括的な can do リストのデ
ータベース)なども同時に公開するべく整備をしている。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this project, we have proposed the CEFR-J, a new framework for showing attainment goals 
at different proficiency levels in English for Japanese learners. This is based on the 
CEFR, a language-independent framework used extensively around the world. The CEFR-J is 
unique in the sense that it has gone through validation research, in which the order of 
‘can do’ descriptors was objectively examined. Also, there are some accompanying 
resources for the CEFR-J, including the CEFR-J Wordlist and the ‘can do’ descriptor 
database.   
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１．研究開始当初の背景 
  日本の英語教育はなかなか成果が上がら
ない、という厳しい世論があり、データもア

ジア圏では日本の英語学習者の英語力は
下位に近いことが TOEIC, TOEFL の公開デー
タでわかっている。それらの中で、「英語が
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使える日本人」の育成のための戦略構想が平
成 14年に出され、中学卒業段階で英検 3級、
高等学校卒業時に英検準 2 級〜2 級程度、と
いう指標が出されたが、その後の全国規模の
調査では、中学 3年卒業段階で 3級を持って
いると期待できるのは全体の 3割程度である
ことがわかっている。その中で、小学校英語
教育導入が議論され、小中高大の連携という
ことが盛んに言われるようになった。このよ
うな背景の中で、英語教育到達指標を学校教
育や生涯教育を見据えて作成する必要性が
高まってきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、日本における「英語教育到達指
標の新基準」の提案とその内容の実証的調
査・検証を目的とする。信頼のおける到達目
標が策定されるなら、学習者の意欲は増し、
国・自治体・民間のレベルで標準的なカリキ
ュラム、教授方法、教材を具体的に作成しや
すくなる。さらに、国家政策としてナショナ
ル・スタンダードを設定することで、それを
基準に各学校が指標の具体化をしやすくな
る。そうすれば、そこに到達するための、教
授法改善や実証研究の促進、英語教育の国家
政策を立てやすくなるであろう。本研究はそ
の具体化と内容の精査を行うための英語教
育学の中心的な研究者を集めた総合的な研
究である。基盤研究（A）（課題番号 16202010）
で、小、中、高、大の各レベルでさまざまな
資料を調査収集した。しかし、当初目的の具
体的基準策定の骨子のみが固まった段階で
終わりになり、「新基準」の提案のためにさ
らなる具体化が必要となった。本研究では、
次の段階として、CEFR-J（試作品）をさらに
精査して、これを基準にして学校教育各段階
で教授者、学習者が到達するべき標準到達目
標の具体的策定を目指した。またそのための
妥当性検証の方法と具体例を提案し、グロー
バル化時代に活躍する個人、団体を支援する
国のナショナル・スタンダード創設に向けた
試みとする。 
 
３．研究の方法 
研究は以下のような手順で行われた： 
(1) CEFR の位置づけの確認 
CEFR の本格導入を検討するため、プロジェ
クト名を CEFR-J と命名、CEFR に準拠した
枠組みを検討することで合意した。CEFR の
レベルの細分化を科学的に行う、という目
標を立てた。 

(2) アルファ版の構築（2008 年度） 
基盤研究（A）（課題番号 16202010）の蓄積
をもとに、スキル別のワーキンググループ
を作成、ディスクリプタの試作版をアルフ
ァ版と命名。 

(3) 検証方法の検討（2009 年度） 

Tony Green 氏を招き、ディスクリプタ検
証方法の勉強会を持ち、さらにアルファ版
にコメントを複数の専門家から受け、ベー
タ版の作成に着手。同時に海外調査を実施。 

(4) 中間報告書の発表（2010 年 12 月） 
345 ページ、およびベータ版の公開 

(5) 大規模な検証フェーズの開始（2010-11
年度） 
以下のプロジェクトを実施した： 
① ベータ版の教員並べ替え調査 
ベータ版を 150名規模の小中高大の英語教
員にランダムに配布し、難易度順に並べ替
えさせる sorting exercise を実施。その
順位相関を詳しく分析して、難易度の不安
定な部分についてのデータを採取し、
Version 1 確定作業への資料とした。 

② 中高大の英語学習者による can do 調査 
中高大 5,468 名（中学 1,685 名、高校 2,538
名、大学 1,245 名）の英語学習者に対する
ベータ版を用いた「can do 調査」を実施。
その結果を項目応答理論により分析し、項
目難易度を我々の作成したレベルと比較、
Version 1 で調整資料として活用した。 

③学校パイロット 
小中高大のモデルケースとして実際にベ
ータ版を使用した活用事例を収集した。 

④ 実際のスキルとcan do 調査のギャップを
見る実験研究 
Can do で「できると思っている」ことと
「実際にできるのか」の関係を見る実証研
究を CEFR-J の A2, B1 レベル 5技能に関し
て研究グループを設けて調査を実施。かつ
その際に具体的な can do タスクを作成し
た。 

以上の結果を受けて、ベータ版を改訂、
Version 1 として 2012 年 3 月に 終シンポ
ジウムを行い、正式リリース。 
 
４．研究成果 
(1) CEFR-J とは 
CEFR-JはCEFRの共通参照レベル（A1, A2, B1, 
B2, C1, C2）に準拠しながら、CEFR の理念の
根幹である行動中心主義（action-oriented 
approach）を基礎とした can do ディスクリ
プタを日本人英語学習者用に準備したもの
である。その際に、日本人英語学習者のおよ
そ 8割が Aレベルであるという調査結果を参
考に、５技能（spoken interaction, spoken 
production, listening, reading, writing）
を pre-A1, A1.1, A1.2, A1.3, A2.1, A2.2, 
B1.1, B1.2, B2.1, B2.2, C1, C2 の 12 段階
に細分化している。CEFR を参考にそれぞれの
技能ごとに代表的な can do ディスクリプタ
を独自に作成し、かつ CEFR を参考に作成し
たディスクリプタの検証作業を大規模に実
証的に行った。 
 



 

 

(2) 妥当性検証の実施 
終年度にあたる 2011 年度は、小中高大の

英語教員約 150名を対象に行ったディスクリ
プタ並べ替え調査、および中高大 5,468名（中
学 1,685 名、高校 2,538 名、大学 1,245 名）
の英語学習者に対する CEFR-J ベースの「can 
do 調査」とその結果の項目応答理論による
分析を実施。これらの２つの検証作業の結果、
CEFR-J ベータ版をさらに改善し、能力記述
文の順序に関する補正を行った結果、CEFR-J 
Version 1 として 2012 年 3 月に正式公開を
した。 
(3) 実際のスキルとの差の実験 

これらの検証作業と並行して、can do 調査の

妥当性を調査するため「できると思っている

ことと実際にできるのか」の差を見るための

実験をCEFR-J主要5技能に関して実施した。そ

の結果、can do 調査の妥当性が確認される結

果が出た一方で、can do からタスク作成のプ

ロセスで教員側にタスク・イメージの揺れが

大きい項目や、生徒の側のイメージが教員の

イメージとずれているような事例が観察され

た。これらを踏まえた、より具体的な can do 

ディスクリプタの内容を示す exemplar の重

要性が指摘された。 

(4) 学校パイロット 

また規模は小さかったが、小中高大それぞれ

１〜2校において、CEFR-Jアルファ＆ベータ版

を配布して、学校でどのような活用が可能か

を、パイロット的に調査した。 

(5) 活用資料の作成と専用webサイトの構築  

CEFR-J Version 1の公開にあわせて、付属す

る活用資料の作成も行った。CEFR-Jのレベル

ごとの学習語彙を示す “CEFR-J Wordlist” 

および CEFR-Jを活用するための「Can doリス

ト データベース」である。これら補足資料を

含めた一般公開のための専用の web サイト

（http://www.cefr-j.org）を立ち上げた。 

(6) 公開シンポジウムの開催  

文科省の後援、ブリティッシュ・カウンシル

と共催で2012年3月9〜10日に「新しい英語能

力到達度指標CEFR-J 公開シンポジウム」と題

して明治大学を会場に 終報告会を開催、約

200名の参加者を得て盛会のうちに終わった。 
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